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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  二つ以上のＬＣＤ又はＬＣＭをバックライト
ユニットに取り付けた液晶表示装置であっても、低コス
トで、小型化が可能で、また再組み立てが容易で、がた
つきのない製品を提供すること。
【解決手段】  二つのＬＣＤ３、３’を表裏面に装着す
るための導光板１５、１５’の間に反射板１６を挟み込
み、これらを重ね合わせて一体化し、導光板１５、１
５’の一側面側にはプリント基板に支持された光源を配
置する。導光板１５、１５’の固定爪１５ａと可動爪１
５ｂでＬＣＤ３を固定する際に、がたつき音がしないよ
うに各爪１５ａ、１５ｂに傾斜部を付けておく。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画素電極が設けられた第１の基板と対向
画素電極が設けられた第２の基板を前記両方の電極が対
向配置されるように重ね合わせ、前記第１の基板と第２
の基板の間の画素領域に液晶を封入した液晶表示部（Ｌ
ＣＤ）を二つ設け、
二つの液晶表示部（ＬＣＤ）の間に挟み込んだ導光板
と、
該導光板の端部に配置した光源とを備えたことを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】  導光板は各液晶表示部（ＬＣＤ）にそれ
ぞれ対応した一対の導光性材料からなり、
該一対の導光板の間に反射板を配置したことを特徴とす
る請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  導光板は各液晶表示部（ＬＣＤ）を挟み
込むための傾斜部付きの固定爪と可動爪とを備えたこと
を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に関
し、特に携帯用電話機などの携帯用表示機器に適した液
晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、液晶表示装置としては透明基板間
に表示用の液晶を充填した液晶表示素子（以下、液晶表
示部又はＬＣＤということがある）が知られている。Ｌ
ＣＤをＬＳＩ（ＩＣ）で駆動する装置（以下、ＬＣＭ又
はＬＣモジュールということがある）を図７（図７
（ａ）の各部品組み立て前の斜視図と、図７（ｂ）の図
７（ａ）に示す部品組み立て後の側面断面を見た図）に
示す。
【０００３】ＬＣモジュールは、それぞれ透明電極を構
成する配線を施した透明な表基板１と裏基板２を重ね合
わせ、該両透明基板１、２の間にシール部材で区分され
た画素領域内に液晶を封入した液晶表示部（ＬＣＤ）３
と、該液晶表示部３からの配線に接続した金属銅の配線
５、６をポリイミド樹脂などの合成樹脂フィルムからな
る回路基板７上に形成し、前記金属銅の配線５、６を集
合化した領域に、前記液晶表示部３の透明画素電極の導
通制御をするＬＳＩ（ＩＣ）８をＡＣＦ（Anisotropic 
Conductive Film）（図示せず）を介して接続した回路
基板部９とからなる構成である。前記両基板１、２は透
明ガラス又は透明樹脂板から構成される。
【０００４】前記回路基板部９上のＬＳＩ（ＩＣ）８の
配線は異方性導電膜（図示せず）などを介して電源側に
接続する構造になっているが、図７に示す構成ではＬＳ
Ｉ８が合成樹脂フィルム上に有ることから、チップオン
フィルム（Chip on Film）モジュールということがあ
る。
【０００５】また、図７に示すＬＣＭは、導光板１１を
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ＬＣＤ３のバックライトとして用いる例であり、ＬＣＤ
３と回路基板部９を一体化して導光板１１を重ね合わせ
て配置し、導光板１１のＬＥＤ、冷陰極管等からなる光
源１２と共に基板１３に取り付けており、該基板１３の
導光板１１側の側面には可視光を反射させるための塗
膜、又はテープが被覆されている。
【０００６】また、例えば携帯電話でメインＬＣＤと背
面ＬＣＤを取り付けている場合など、一つのＬＣＭ製品
に二つのＬＣＤ３、３’を取り付けた場合の側面図を図
８に示す。この場合には、それぞれのＬＣＤ３、３’に
導光板１１、１１’と光源１２、１２’を実装している
ので、かさ高い構成になっている。
【０００７】また、導光板１１と光源１２の組み合わせ
（以下、これをバックライトユニットということがあ
る）にＬＣＤ３を固定するには、両面テープで両者を貼
り付け合わせるかもしくは図９の液晶表示装置の要部側
断面図に示すようにバックライトユニットの導光板２１
に爪２１ａ、２１ｂを設け、その爪２１ａ、２１ｂでＬ
ＣＤ３を固定するなどの方法を用いている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】前記図７、図８に示す
従来技術の液晶表示装置では、次のような欠点があっ
た。一つのＬＣＤ３に一つのバックライトユニットを実
装するため、一つの液晶表示装置製品用に二つのバック
ライトユニットを作ることになるので、金型費、材料費
がかさみ、実装体積が大きくなる。
【０００９】また、両面テープでバックライトユニット
とＬＣＤ３を貼り合わせる場合にバックライトユニット
とＬＣＤ３の間に異物が入ると、これを取り除くために
分解しようとすると製品に傷を付けたり、両面テープの
粘着材が残り、製品表面を汚染する。このため、バック
ライトユニットとＬＣＤ３の間に一旦異物が入ると、再
組立ができないおそれがあった。
【００１０】また、バックライトユニットの導光板２１
に設けた二つの爪２１ａ、２１ｂ間にＬＣＤ３を嵌め込
む構成も知られているが、その構成は図９に示すよう
に、導光板２１に設けた二つの爪２１ａ、２１ｂ間にＬ
ＣＤ３を嵌め込むと、二つの爪２１ａ、２１ｂとＬＣＤ
３の表面の間に若干の隙間Ｓ１、Ｓ２ができてしまい、
がたつき音がすることがあった。
【００１１】本発明の課題は、二つ以上のＬＣＤ又はＬ
ＣＭをバックライトユニットに取り付けた液晶表示装置
であっても、低コストで、小型化が可能で、また再組み
立てが容易で、がたつきのない製品を提供することであ
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明の上記課題は、次
の発明により解決される。すなわち、画素電極が設けら
れた第１の基板と対向画素電極が設けられた第２の基板
を前記両方の電極が対向配置されるように重ね合わせ、
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前記第１の基板と第２の基板の間の画素領域に液晶を封
入した液晶表示部（ＬＣＤ）を二つ設け、二つの液晶表
示部（ＬＣＤ）の間に挟み込んだ導光板と、該導光板の
端部に配置した光源とを備えた液晶表示装置である。
【００１３】前記導光板は各液晶表示部（ＬＣＤ）にそ
れぞれ対応した一対の導光性材料からなり、該一対の導
光板の間に反射板を配置しても良い。また、前記導光板
は各液晶表示部（ＬＣＤ）を挟み込むための傾斜部付き
の固定爪と可動爪を備えた構成にすることができる。
【００１４】
【作用】本発明によれば、一セットの光源と導光板から
成るバックライトユニットから、その表、裏両面に設け
た二つのＬＣＤ又はＬＣＭに同時に光を照射することが
できる。また、光源を実装する面積、工数も削減でき
る。
【００１５】前記導光板は各液晶表示部（ＬＣＤ）にそ
れぞれ対応した一対の導光性材料からなり、該一対の導
光板の間に反射板を配置することでバックライト性能が
効果的に発揮できる。
【００１６】また、このバックライトタイプの液晶表示
装置には、ＬＣＤ又はＬＣＭを固定するために、がたつ
き音の出ない傾斜部付きの爪を有するバックライトユニ
ットを用いるので、バックライトとＬＣＤ３又はＬＣＭ
の間に異物が入った場合でも、容易に再組立ができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態について図面
と共に説明する。まず、本実施の形態の二つのＬＣＤを
装着できるバックライトユニットの構成を図１、図２に
示す。図１の斜視図は二つのＬＣＤを表裏面に装着する
ための導光板１５、１５’の組み立て前の構成を示す図
である。二つの導光板１５、１５’の間に反射板１６を
挟み込み、これらを重ね合わせて図２（ａ）の斜視図に
示すように二つの導光板１５、１５’を一体化する。ま
た図２（ｂ）に図２（ａ）のＡ－Ａ線断面を見た図を示
すように、導光板１５、１５’の一側面側にはプリント
基板１７に支持された光源１２が配置されることになる
（図２（ａ）にはプリント基板１７は図示せず）。ま
た、図２（ａ）のＢ－Ｂ線断面部分の拡大図を図５に示
す。なお、図５にはＬＣＤ３、３’（又はＬＣＭ）を装
着した状態の側断を見た図を示している。
【００１８】図３には図１、図２に示すバックライトユ
ニットの両面にそれぞれ表基板１と裏基板２および表基
板１’と裏基板２’を重ね合わせ該両透明基板１、２お
よび１’、２’の間にそれぞれシール部材で区分された
画素領域内に液晶を封入したＬＣＤ３、３’（又はＬＣ
Ｍ）を配置する場合の組み立て前の構成を示す。また図
３にはＬＣＤ３、３’から接続した金属銅の配線を形成
した回路基板７、７’および前記ＬＣＤ３、３’の透明
画素電極の導通制御をするＬＳＩ８、８’も示してい
る。図３に示すように導光板１５、１５’の各入光面
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に、均等に光が入るように単一の光源１２を配置するこ
とで、各導光板１５、１５’は各ＬＣＤ３、３’（又は
ＬＣＭ）に向けて互いに均等に光を照射することができ
る。
【００１９】なお光源１２としては、フィラメントタイ
プの電球、冷陰極管、熱陰極管、ＬＥＤなどが用いら
れ、反射板１６としてはプラスチックシートに白色塗膜
を設けたもの、アルミニウムの金属膜を被覆したもの、
又はアルミ箔を貼り付けたものが用いられる。また導光
板１５、１５’としてはアクリル樹脂、ポリカーボネー
ト樹脂などから成る材料が用いられる。
【００２０】また、図４には図１のＡ－Ａ線断面視図を
示すが、導光板１５にはＬＣＤ３（又はＬＣＭ）固定用
の爪１５ａ、１５ｂを対向する側面に設けている。この
爪１５ａ、１５ｂは固定爪（可動しない爪）１５ａと可
動爪１５ｂの２種類があり、それぞれにＬＣＤ３（又は
ＬＣＭ）とバックライトユニットの嵌合性を良くして、
バックライトユニットにＬＣＤ３（又はＬＣＭ）を固定
した後に、がたつき音がしないように若干の傾斜部（図
４の矢印Ｃ部）が付いている。
【００２１】この爪１５ａ、１５ｂの傾斜部にＬＣＤ３
（又はＬＣＭ）の角が当たるように、固定爪１５ａと可
動爪１５ｂ間の長さＬ（図４に示す長さＬ）は、ＬＣＤ
３（又はＬＣＭ）の対応する側面の幅Ｂより若干小さく
設計する。両方の爪１５ａ、１５ｂは導光板１５と同じ
材質の合成樹脂で作られているため、若干のバネ性を持
っている。そのため、両方の爪１５ａ、１５ｂに挟まれ
たＬＣＤ３（又はＬＣＭ）は常に矢印Ｄ方向に押し付け
られ、ＬＣＤ３（又はＬＣＭ）はがたつきがなく、爪１
５ａ、１５ｂ間に保持される。図５には爪１５ｂの変形
時と元通りになった後の形状をそれぞれ点線と実線で示
している。
【００２２】本実施の形態の構成では、図９に示す従来
技術のバックライトユニットに設けた爪２１ａ、２１ｂ
間にＬＣＤ３（又はＬＣＭ）を嵌め込む場合に生じる爪
２１ａ、２１ｂとＬＣＤ３（又はＬＣＭ）との間の隙間
Ｓ１、Ｓ２がないので、がたつき音が発生することはな
い。
【００２３】上記本発明の導光板１５、１５’の入光面
と光源１２の位置を調整することにより（もしくは、入
光面の面積を変えることにより）バックライトユニット
の表面、裏面の発光輝度を調整することもできる。ま
た、さらに複数個の光源がある場合は点灯させる光源の
数を調整することにより発光輝度を調整することもでき
る。
【００２４】また、図５に示す反射板１６を用いない
で、図６に示す導光板１９により、その両面に設けた固
定爪１９ａと可動爪１９ｂ間に二つのＬＣＤ３（又はＬ
ＣＭ）を嵌め込む構成でも良い。
【００２５】ＭＬＣＤ（マルチＬＣＤ）モジュールに本
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実施の形態のバックライトユニットを組み合わせること
により低コスト、省スペースのＬＣＤモジュールユニッ
トを提供することができる。
【００２６】この方法を用いることにより、折り畳み式
携帯電話に実装されているサブＬＣＤ（背面ＬＣＤ）と
メインＬＣＤを同時にバックライト方式で表示させるこ
とができる。
【００２７】上記実施の形態によれば、１セットの光源
１２と導光板１５、１５’又は１９から成るバックライ
トユニットの表、裏の両面に設けたＬＣＤ３、３’（又
はＬＣＭ）を同時に表示させることができ、また、光源
１２を実装する面積、工数も削減できるので、低消費電
力、低コストかつ省スペースなバックライトタイプの液
晶表示装置を提供できる。
【００２８】また、このバックライトタイプの液晶表示
装置には、ＬＣＤ３（又はＬＣＭ）を固定するために、
がたつき音の出ない爪１５ａ、１５ｂの組み、爪１５
ａ’、１５ｂ’の組み、又は１９ａ、１９ｂの組みを有
するバックライトユニットを用いるので、バックライト
とＬＣＤ３、３’（又はＬＣＭ）の間に異物が入った場
合でも、容易に再組立ができる。本実施の形態の液晶表
示装置は携帯用電話機などの携帯用表示機器に適してい
る。
【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、１セットの光源と導光
板から成るバックライトユニットで二つのＬＣＤ（又は
ＬＣＭ）を表示させることができ、液晶表示装置の実装
面積、実装工数を低減でき、低消費電力、製造コストを
下げることができる。
【００３０】また、このバックライトタイプの液晶表示
装置では、ＬＣＤ（又はＬＣＭ）を固定するための、が
たつき音の出ない爪を有するバックライトユニットとＬ
ＣＤ（又はＬＣＭ）の間に異物が入った場合でも、容易*
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*に再組立ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態の二つのＬＣＤを表裏面
に装着するための導光板の組み立て前の構成を示す斜視
図である。
【図２】  図１の導光板の組立後の斜視図（図２
（ａ））と図２（ａ）のＡ－Ａ線断面視図（図２
（ｂ））である。
【図３】  図１、図２に示すバックライトユニットの両
面にＬＣＤを配置する場合の組み立て前の構成を示す斜
視図である。
【図４】  図１のＡ－Ａ線断面視図である。
【図５】  図２（ａ）のＢ－Ｂ線断面視図である。
【図６】  本発明の実施の形態のバックライトユニット
部分の拡大断面図である。
【図７】  従来技術のＬＣＤをバックライトユニットに
取り付ける工程を示す斜視図（図７（ａ））と組立後の
側断面図（図７（ｂ））である。
【図８】  従来技術の液晶表示装置の側断面図である。
【図９】  従来技術の液晶表示装置の要部側断面図であ
る。
【符号の説明】
１  表基板                    ２  裏基板
３、３’  ＬＣＤ              ５、６  電極用配線
７  回路基板                  ８  ＬＳＩ（ＩＣ）
９  回路基板部                １１  導光板
１２  光源                    １３  基板
１５、１５’  導光板          １５ａ  固定爪
１５ｂ  可動爪                １６  反射板
１７  プリント基板            １９  導光板
１９ａ固定爪                  １９ｂ  可動爪
２１  導光板                  ２１ａ、２１ｂ  爪

【図４】 【図５】 【図６】

【図９】



(5) 特開２００３－１８５９９４
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